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市
内
で
食
育
の
推
進
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
「
お
に
ぎ
り
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

に
朝
食
の
大
切
さ
や
ご
は
ん
の
お
い
し
さ
を
伝

え
、「
食
」
や
「
農
業
」
に
対
す
る
関
心
や
感
謝

の
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
月
に
２

〜
３
回
、
幼
稚
園
や
保
育
園
へ
出
向
い
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
、
手
作
り
紙
芝
居
「
ご
は
ん

パ
ワ
ー
で
へ
ん
し
ん
！
」
の
上
演
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
お
米
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
の
米
が
で

き
る
ま
で
の
説
明
、
子
ど
も
た
ち
と
の
お
に
ぎ
り

作
り
、
田
ん
ぼ
で
の
田
植
え
や
稲
刈
り
見
学
を
行

い
、
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
６
）

おにぎり作りの様子 田植え見学の様子

勝山のおいしいお米を
子どもたちに伝えたい！

　市女性農業委員と県農村活性化推進委
員の合計10人で活動を始めて、今年で
６年目を迎えることができました。どの
園も心よく私たちを受け入れてくださっ
たおかげだと感謝の思いで一杯です。
　炊きあげごはんに塩味だけのおにぎり
は素朴ですが、一番おいしく味わっても
らっていると思います。
　家に帰った子どもたちが家族に話すこ
とで、大人にもお米のおいしさが伝わる
ことを願っています。
　この活動に取り組むことで、私たちが
逆に子どもたちからパワーをもらってい
ます。これからも笑顔で頑張ります。

おにぎりの会　会長　丸山星子

こ
ん
に
ち
は
、勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

こ
ん
に
ち
は
、勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

子育て中のお父さんお母さん、
お手伝いしてほしいことはありませんか

勝山地域ファミリーサービスクラブ勝山地域ファミリーサービスクラブ
　＊出産後、上の子どもの世話と家事を頼みたい
　＊介護の合間に自分の時間を持ちたい
　＊保育園の送迎をお願いしたい　など

　勝山地域ファミリーサービスクラブでは、上記の
ような日常生活のちょっとした、それでいて大切な
事柄についてお手伝いしますので、何か困っている
ことがあればお気軽にご相談ください。
※お手伝いしてい
ただけるかたも
募集しています
※有料サービスに
なりますので、
詳しくはお問い
合わせください

問　勝山地域ファミリーサービスクラブ
　　（火～金曜日　午後1時30分～4時30分）

　　（☎87‐2734）

～一緒に観よう　一緒に遊ぼう～
勝山子ども劇場

　勝山子ども劇場では、親子での鑑賞活動を大切に
しています。舞台を観ている時のワクワクドキドキ
する世界を一緒に体験し、日常に戻った時「あんな
だったね」と話し合えたり、舞台のセリフや歌を一
緒に口ずさんだり、そんな時間がとても大事だと
思っているからです。
　子どもたちと子どもたちに関わっている全てのか
たに演劇に触れてほしいと活動しています。うらら
んKIDSのお祭り広場では、自分たちで創造した遊
びを通じ、親も子も育つ場を大切にしています。

問　勝山子ども劇場（市民活動センター内）
　（☎87‐1011）

〝
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間
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間
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６
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に
ぎ
り
の
会
」

ご
紹
介
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地域でがんばっている団体をご紹介します

　

勝
Ｊ
Ｏ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト
の
第
５
弾
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
地
域
の
伝
統
料

理
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
得

意
料
理
を
分
担
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
料
理
研
究
会
」
と
、
肩

に
力
を
入
れ
ず
に
顔
を
見
て
話
が
で
き
る
貴

重
な
場
と
し
て
、
婦
人
会
活
動
を
し
て
い
る

「
片
瀬
地
区
婦
人
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

婦
人
団
体
ご
紹
介

顔を見て話ができる貴重な場

片瀬地区婦人会
うまいもん あがんねんせ～

ふるさと料理研究会

◎活動内容
　区民運動会や研修旅行、敬老会、公民館祭、婦人消防
隊、河川清掃など、年間を通して活発に活動しています。
３年前からは“花のあるかたせ大作戦”と名づけた芝桜
植えを始め、また最近では片瀬区で銭太鼓が盛り上がり、
婦人会からも民謡で楽しんでいます。

◎会の特徴
　若いかたは「ひまわりの会」に、婦人会を終わったか
たは「老人会」にと、年齢別に会を分けることで、より
活動しやすくなっています。

◎会長からのコメント
　会員が脱会することなく続けてこられたのは、肩に力
を入れることなく婦人会活動を行い、地域と関わること
で“自分たちの居場所”を見つけられたからだと思いま
す。
　婦人会活動は、仲間と顔を見て話ができる機会でもあ
ります。この繋がりを大切にして、自分たちのためにこ
れからも仲間と協力しながら、継続して活動していきた
いです。 　会長　田中　貞子さん

◎活動のきっかけ
　平成21年度に勝山市連合婦人会が解散しましたが、
このまま解散するのはもったいないと考え、連合会役員
と料理好きな仲間で、５年間続いた「うまいもんあがん
ねんせ」を基盤とした「ふるさと料理研究会」を立ち上
げました。

◎活動内容
①地域の伝統料理を次世代に伝えていくことや、家庭で
の食事のバランスを考えていただけけるよう、各種イ
ベントに参加してアピールしています。
②地産地消の食事作りを心がけています。春は会員みん
なで山登りをして山菜を採り、年間を通して調理でき
るように保存しています。
③会員11人が得意料理を持ち、季節ごとの料理を個々
が分担して、お互い協力しながら会員相互の向上と親
睦を図るよう努めています。

　ふるさと料理研究会へのお問い合わせは下記まで

代表　村田　明子さん（☎89‐2271）


